
第
百
四
十
四
条
の
四

第
一
項
第
三
号

。）の
規
定

。）並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第

九
項
（
土
地
の
譲
渡
等
が
あ
る
場
合
の
特
別
税
率
）
の
規
定

第
百
四
十
四
条
の
四

第
一
項
第
四
号
及
び

第
二
項
第
二
号

。）の
規
定

。）並
び
に
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第

九
項
の
規
定

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

第
三
十
八
条
の
四
第
四
十
三
項
の
表
第
百
四
十
四
条
の
六
第
一
項
第
三
号
の
項
か
ら
第
百
四
十
四
条
の
十
三
第
一

項
第
二
号
及
び
第
二
項
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
三
項
を
同
条
第
四

十
四
項
と
し
、
同
条
第
四
十
二
項
中
「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
八
項
」

を
「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、
同
条
第
四
十
一
項
中
「
第
六
十

二
条
の
三
第
十
項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
十

項
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
九
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
八
項
」を「
第

六
十
八
条
の
六
十
八
第
九
項
」
に
、「
第
六
十
二
条
の
三
第
九
項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
十
項
」
に
、「
第
三
十
五

項
」
を
「
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
一
項
と
し
、
同
条
第
三
十
九
項
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第

九
項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
十
項
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第

九
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
項
と
し
、
同
条
第
三
十
八
項
中
「
第

六
十
二
条
の
三
第
九
項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
九
項
と
し
、
同
条
第
三

十
七
項
第
六
号
中
「
第
三
十
九
条
の
九
十
七
第
十
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
九
条
の
九
十
七
第
十
三
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
八
項
と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
九
項
」
を
「
第
六
十
二
条

の
三
第
十
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
九
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
六
十
八
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十
五
項
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
八
項
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
九
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
第
三
十
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

35

法
第
六
十
二
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
三
十
二
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅

地
造
成
等
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
が
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
確
定
優
良
住
宅
地
造
成

等
事
業
に
つ
き
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
非
常
災
害
と
し
て
指
定
さ
れ
た
非
常
災
害
に
基
因
す
る
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
予
定
期
間
内
に
開
発
許
可
等
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
し
て
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
と
し
、
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
は
、

当
該
予
定
期
間
の
末
日
か
ら
同
日
以
後
二
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
内
の
日
で
当
該
確
定
優
良
住
宅
地
造
成

等
事
業
に
つ
き
開
発
許
可
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
日
と
し
て
所
轄
税
務
署
長
が
認
定
し
た
日

の
属
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
五
第
二
十
四
項
中
「
前
条
第
三
十
七
項
」
を
「
前
条
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
項

中
「
前
条
第
三
十
九
項
」
を
「
前
条
第
四
十
項
」
に
、「
第
六
十
二
条
の
三
第
九
項
」
を「
第
六
十
二
条
の
三
第
十
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
前
条
第
四
十
三
項
」
を
「
前
条
第
四
十
四
項
」
に
、「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
十
七
項
中
「
前
条
第
四
十
四
項
」
を
「
前
条
第
四
十
五
項
」
に
、「
第
八
項
」
を
「
第
九
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
九
条
第
三
十
一
項
を
同
条
第
三
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
か
ら
第
三
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

下
げ
、
同
条
第
二
十
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

28

法
第
六
十
四
条
の
二
第
十
七
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
は
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
の
末

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
の
日
で
代
替
資
産
の
取
得
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
同
条
第
十
七

項
の
所
轄
税
務
署
長
が
認
定
し
た
日
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
四
第
三
項
中
「
又
は
機
構
（
」
を
「
又
は
」
に
、「
緑
地
管
理
機
構
又
は
特
定
緑
地
管
理
機
構
（
都

市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
特
定
緑
地
管
理
機
構
で
都

市
緑
地
法
第
六
十
九
条
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
を
い
う
。第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
、」を「
緑

地
保
全
・
緑
化
推
進
法
人
（
」
に
、「
あ
る
も
の
を
い
う
」
を
「
あ
る
も
の
に
限
る
」
に
、「
同
じ
。）に
」
を「「
推
進
法

人
」
と
い
う
。）に
」
に
、「（
機
構
」
を「（
推
進
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
機
構
」
を
「
推
進
法
人
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
機
構
に
」
を
「
推
進
法
人
に
」
に
、「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」に
、

「
都
道
府
県
知
事
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域
内
（
当
該
機
構
が
特
定
緑
地
管
理
機
構
で
あ
る
場
合
に
は
、
都
市
の

低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
四
十
六
条
第
一
項
の
指
定
を
し
た
市
町
村
の
長
の
属
す
る
」
を
「
市
町
村
長
の

当
該
」
に
、「
）
に
存
す
る
都
市
緑
地
法
」
を
「
に
存
す
る
同
法
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
機
構
」
を
「
推
進
法

人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
七
第
一
項
中
「
の
取
得
」
の
下
に「（
建
設
及
び
製
作
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
第
十
号
」
を
「
第
八

号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
事
務
所
又
は
」
及
び
「
事
務
所
、」を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第

三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
八
号
」
を「
第
六
号
」

に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
九
号
」
を
「
第
七
号
」
に
、「
機
関
車
（
専
ら
車
両
の
入
換
え
を
行
う
た
め
に
使
用
さ

れ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
「
電
気
機
関
車
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
十
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
中
「
次
項
第
二
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）、
沿
海
運
輸
業
」
を
「
次
項
第
二
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
沿
海

運
輸
業
」
に
改
め
、「
又
は
漁
業
（
水
産
動
植
物
の
採
捕
又
は
養
殖
の
事
業
を
い
う
。次
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

建
設
業
又
は
ひ
き
船
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
船
舶

四
十
年

第
三
十
九
条
の
七
第
九
項
中
「
第
十
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
農
林
水
産
大
臣
」
を

削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
船
舶
で
」
を
「
次
に
掲
げ
る
船
舶
で
」
に
、「
期
間
（
以
下
こ
の
号
」
を
「
期
間
（
ハ
」
に

改
め
、「（
次
項
各
号
に
お
い
て
「
譲
渡
資
産
」
と
い
う
。）」、「（
次
に
掲
げ
る
船
舶
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
も
の
に
限
る
。）」
及
び
「
及
び
農
林
水
産
大
臣
」
を
削
り
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

海
洋
運
輸
業
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶

ロ

沿
海
運
輸
業
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶

第
三
十
九
条
の
七
第
九
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

建
設
業
又
は
ひ
き
船
業
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶
で
そ
の
船
齢
が
耐
用
年
数
（
法
人
税
法
の
規
定
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
い
る
耐
用
年
数
を
い
う
。）以
下
で
あ
る
も
の

第
三
十
九
条
の
七
第
十
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」
を
「
同
条
第

一
項
の
譲
渡
を
し
た
資
産
で
あ
る
土
地
等
に
係
る
面
積
に
五
を
乗
じ
て
計
算
し
た
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、

同
条
第
十
二
項
中
「
）
を
」
を
「
第
十
四
項
及
び
第
十
七
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
項
第

一
号
中
「
取
得
し
た
」
を
「
取
得
（
建
設
及
び
製
作
を
含
む
。
第
二
十
三
項
及
び
第
二
十
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）を

し
た
」
に
、「
同
項
及
び
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
一
項
又
は
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
六
項
及
び
第
二
十

七
項
中
「
第
九
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
八
項
中
「
掲
げ
る
資
産
の
取
得
」
の
下
に「（
建
設
及
び

製
作
を
含
む
。
以
下
第
四
十
三
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
九
項
及
び
第
三
十
六
項
中
「
第

十
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
九
項
を
削
り
、
同
条
第
四
十
八
項
中
「
又
は
」
を
削
り
、「
と
き
は
」

を
「
と
き
、
又
は
第
九
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
船
舶
を
指
定
し
た
と
き
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と

し
、
同
条
第
四
十
七
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
か
ら
第
四
十
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下

げ
、
同
条
第
四
十
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

43

法
第
六
十
五
条
の
八
第
十
九
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
は
、
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
取
得
指
定
期
間

の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
の
日
で
同
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
資
産
の
取
得
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
し
て
同
項
の
税
務
署
長
が
認
定
し
た
日
と
す
る
。

第
三
十
九
条
の
十
一
中
「
第
七
十
五
条
の
二
第
六
項
」
を
「
第
七
十
五
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
二
第
五
項
中
「
第
三
十
九
条
の
十
四
」
を
「
第
三
十
九
条
の
十
七
の
三
」
に
改
め
、
同
条
第
六

項
中
「
法
第
六
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
十
三
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
」
の
下
に
「
、
第
二
十
七
条
」
を
加
え
、「
第
六
十
六
条

の
六
第
一
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
二
項
第
一
号
」
に
、「
特
定
外
国
子
会
社
等
に
係
る
同
項
」
を
「
外
国
関
係

会
社
に
係
る
同
条
第
一
項
」
に
、「
若
し
く
は
同
条
第
四
項
」
を
「
、
同
条
第
六
項
」に
、「
部
分
課
税
対
象
金
額
又
は
」

を
「
部
分
課
税
対
象
金
額
若
し
く
は
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
金
融
子
会
社
等
部
分
課
税
対
象
金
額
又
は
」
に
、「
特

定
外
国
法
人
」
を
「
外
国
関
係
法
人
」
に
、「
部
分
課
税
対
象
金
額
を
」
を
「
部
分
課
税
対
象
金
額
若
し
く
は
同
条
第

八
項
に
規
定
す
る
金
融
関
係
法
人
部
分
課
税
対
象
金
額
を
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
六
十
六
条
の
六
第
一

項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
六
第
二
項
第
一
号
」
に
、「
特
定
外
国
子
会
社
等
」
を
「
外
国
関
係
会
社
」
に
、「
特
定
外
国
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